
世界中で植物の受粉に欠かせないミツ
バチ。その活躍と蜜源植物の多様性を、
迷路をたどって、ぬりえをぬって、
ミツバチ目線で楽しむ科学絵本。
ミツバチの研究の第一人者、玉川大学
名誉教授佐々木正己氏による監修、
メッセージも掲載。
私たちと自然の関わりについて、あら
ためて考えさせられる一冊。

▲ミツバチの生態等についてさらに詳しく知ることができる資料ページ
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『ミツバチと花の迷宮』Honeybees and 
the Labytinths of flowers

きのとりこ 著
佐々木正己 監修

▼ブルガリアのダマスク・ローズのページ。
モノクロの部分が迷路。


